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巻頭言 

 

このざらっとした気持ち悪さは何だろうか。気象庁が「過去に例のない豪雨災害」を予告していたま

さにその当日にオウム真理教事件の死刑囚 7名が一斉に死刑執行された。法務大臣はその直後に他の閣

僚と飲酒に勤しんでいた。「明日この人殺しておいてね」と言ったその足で、宴会を楽しめる心とはど

んなものだろう。そして西日本豪雨災害では 200 名近い死者が出ている。政府に、そして御用マスコミ

に、「命」があまりにも軽く扱われていないだろうか。 

オウム事件死刑囚はまだいい。名前も何をやってきたかも公表されている。しかしどうだろう、2 年

前に発生した相模原事件の被害者の方々は。彼ら、彼女らは名前すら公表されない。確かに個人情報の

問題はあるにしても、犠牲者が健常者の時とは明らかに別の扱いになっていないか。まるでその存在が

最初からなかったかのように。介助者と外出すると、駅員や店員、あげくは見知らぬ人まで介助者にし

か話しかけない。まるでそこに「俺」がいないかのように。 

三田監禁事件はどうだろう。裁判は徹底的に被害者である知的障害者を無視する形で進められた。こ

れは地域福祉の問題として、進め方によっては課題解決のいいモデル事例になり得るものだった。しか

し、裁判はなぜか拙速に、そして地域福祉とはかけ離れた形で結審してしまった。名前のない、そして

顔のない障害者がまた一人地域からどこかへ消えていった。 

恥ずかしいことではあるが、過去に「俺」の選挙区で当選したことのある女性国会議員が LGBT の方々

への差別発言を連呼している。彼女の論理では「こどもを産まないことは生産性がないことだから税金

を使わなくてもいい」らしい。この論理で行くと、大体 13 歳から 40 歳前後の女性以外は殺されなくて

はならないが、ご自身は、閉経後は海外移住でもするのだろうか。などと茶化している場合ではない。

これは優生思想に基づいた考え方なのだ。ヒトラーはこの考え方を根拠にユダヤ人、障害者、共産党員

などを抹殺していった。今、異質なものを排除しようとする気運が高まっている。そんな時代に、君た

ちはどう生きるか。 

坂上 正司 
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誰もが経験する若い頃の過ち。数々の失敗を経て我々は様々なことを学び、反省から修正して改善し

ていきます。それを一般的には「成長」と言います。ところが、障害は修正して改善することはできま

せん。頸髄損傷をはじめとする障害は、その障害を抱えた者が、失敗から学び、自身の障害と折り合う

ことで「人」として成長するのだと思います。成長という言葉の意味は様々な捉え方をすることができ

ます。体の成長、精神的な成長、知識・技術の習得、記録の更新、本当に様々です。頸髄損傷という障

害と突然つき合うこととなったみなさんは、客観的に自分がどのような成長を遂げているのか認識して

いるでしょうか？昔と今でどう変わってきたかを振り返ったことはあるでしょうか？ 

自分がこれからどうなっていくのか、どのような人生を進んでいくのか、知る術がない中で、経験豊

富なみなさんに、自分を振り返り「Before・After（ビフォーアフター）」を書き記し伝えることをお

願いしました。教訓、道標、様々な意味合いにとれる内容になっております。どうぞご覧あれ！ 

                                       （宮野 秀樹） 

特 集 
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あのとき君は若かった 
 

米田 進一 

 

 2005 年 5 月 19 日の早朝、大阪の中国道吹田入

り口付近で大型トラックとの接触事故に遭って

しまった。頸髄を損傷し、入院して間もなく人工

呼吸器（以下、呼吸器）を着けられ、身体が全く

動かなくなった事や、自由を失った事に生きる気

力を失い、人生が 180 度変わった瞬間でした。そ

の為、現実を受け入れられない日が続き、これか

ら先、一生この身体と付き合わなければいけない

と思うと、何もやる気が起こりませんでした。 

数ヶ月後、関西労災病院に転院してから、主治医

である土岐先生の紹介で、初めて病院で出会った

頸損者は故池田英樹さんで、彼は私と同じ呼吸器

を使用した先輩でもあり、年も近く心の支えにな

る良き理解者でした。在宅生活になってからも月

に一度の定期受診日も同じだったので、色んな情

報交換をしました。当時の生活スタイルはヘルパ

ーを利用することに対し抵抗があったので、家族

だけで介護をしていましたが、自分の将来の事を

考えるとヘルパーを利用するタイミングとして

は良い転機となりました。 

その後、頸損連絡会に入会し、呼吸器使用者が集

う「市民公開講座」に出席し、様々な呼吸器使用

者が存在する事に更に衝撃を受け、前向きな気持

ちになっていきました。当時の私は右も左も分か

らないまま、当会の行事に参加していたのを思い

出します。彼の存在は、他の重度障がい者の中で

もとてもポジティブ思考であり、生活における色

んな事を学びました。 

 呼吸器を使用している存在をアピールしたり、

新しい出会いを求め社会参加したりしていく為

の様々な障壁を乗り越えるサポートをしてくれ

ました。彼の行動自体が想像を絶する事が多く、

衝撃を受けてばかりで、真似する事もあれば、ア

レンジする事もありました。そうやって私も外出

する楽しさを学び、そして後者（特に地方に住む

呼吸器使用者）にサポートしていく様になってき

ました。 

 

入会当時の呼吸器使用者は、自分の知る限り 4名

しかおらず、早いもので、頸損連絡会に入会して

11 年余りが過ぎました。今では 10 名の呼吸器使

用者との連絡網が出来、時々情報交換を行ってい

ます。中々お会い出来ない地方の方にお会いする

にも遠い事が障壁で諦めざるを得ない事もあり

ます。もし池田さんが存命だったら、障壁を乗り

越え会いに行っているのかもしれません。出来る

事は限られますが、彼は良く地方に行っていたの

で、セルフヘルプと言う意味でも、この活動を継

続する1人としてこれからも邁進して行けたらと

思っています。 

彼や他の頸髄損傷者との出会いによって気付か

された事は大きな財産となっています。また彼ら

に出会わなかったら、今の自分が前向きな気持ち

になっていなかったかもしれません。 

人生は本当に何が起こるか分かりませんが、健常

者だった頃は何不自由なく生きていましたが、頸

髄損傷という障害になって色んな人と出会い、考

え方や生き方が健常者の頃より、真剣に向かい合

えるようになれたので、有る意味、良い人生に変

われた事に感謝し、今を精一杯生きています。 

恩師であった故・池田英樹さんと 
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過去、そしてこれから 

 

土田浩敬 

 

１、はじめに 

 みなさま、こんにちは。兵庫頸髄損傷者連絡会

の土田浩敬です。今回の特集は「あの時君は若か

った」若いころというのは、誰にでもあります。

以前と今では、考え方や体型、環境も違ってくる

でしょう。 

 頸髄損傷者になってから現在までの、頸損遍歴

を私なりに書いていきます。 

 

２、頸損初期 

 私が頸損になったのは、2005 年 9 月 14 日でし

た。高所からの転落により頸髄神経を傷つけまし

た。 

 頸損になって 13 年くらい経ちました。初め頃

は食欲もあまり無くて、70 キロあった体重も、筋

肉が落ちてしまって、10 キロ以上痩せました。恐

らく 56 キロくらいまで落ちたと思います。約 2

年間入院して、退院時は 58 キロでした。健常者

のころに比べて、体型が変わりました。筋肉質で

がっちりした体型が、筋肉が落ちてしまい細くて

締まりのない体、初めのうちは慣れませんでした。 

 体は動かないけれど、まだまだ健常者よりの考

え方で、障害についても無知の状態。とりあえず、

何もわからなかったのです。 

 

３、頸損中期 

 病院を退院して、在宅生活も慣れてきた頃。 

 この頃は体調も安定して、外出にも慣れてきま

した。そして、もっと外へ出たいと思うようにな

ってきたのですが、家族介護には限界があります。

特に母が介護の中心でしたから、母への負担が大

きくなりました。この頃から真剣に一人暮らしを

考えるようになり、いろんな頸損者から情報を集

めていました。 

 同じ高位頸損者からの支援を受けて、少しずつ

前進しては下がり、前進しては下がりを繰り返し

ながら前に進み、2012 年 6 月 18 日から一人暮ら

しを開始。 

 一人暮らしを始めてから今も悩み続けている

ことがあり、食事は何を食べようか毎回悩みます。

頸損でありながら、同時に主婦でなければならな

い。日々感じながら過ごしています。 

 

４、現在の様子 

 現在、一人暮らしを始めて約6年が経ちました。

頸髄損傷者連絡会やはがき通信、日本リハビリテ

ーション工学協会、特定非営利活動法人ぽしぶる

と、様々な団体に関わらせていただき、活動範囲、

交友幅も広がりました。同じ頸損者から、自分と

は違った障害を持つ障害者、医療現場で働くこと

を目標としている学生、車椅子エンジニアや義肢

装具士などの福祉用具に携わる方たち、大学の先

生、、、他にも沢山の方々と出会い、全国に知り

合いや友人が出来ました。それは、頸髄損傷にな

っていなかったら、無かったことだと思います。 

  

 ただこれからは、今まで以上に、本当にやりた

い事も見つけていきたいと考えています。社会参

加は果たせるようになってきました。現状に留ま

らず、私はもう一歩先へ進みたいのです。 

 

５、おわりに 

 一人暮らしを始めてから、あっという間に 6年

が過ぎました。忙しい反面、食事が偏り外食の機

会も多くなったので、体重が一人暮らしを始める

前に比べて、15 キロも増えました。30 歳を超え

てからというもの、体重が落ちにくくなって、こ

れは本当にダイエットをしなくてはならない、と

感じています。生活習慣を変えるくらい、今まで

の食生活を見直しています。これから先、体調の

事も気になるので、長期目標で地道に努力してい

きます。 

  

 そして、人との出会いを大切にして、自分らし

く生きることを、貫いていきたいと思います。 
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 ネタと言える人生 

 

島本 卓 

 

私は、21 歳のときに知人が運転する車の助手席

に同乗し、その車の自損事故を起こしたことで頸

髄 C４を損傷した。このとき私自身、車椅子生活

になるとは思いもしなかった。21 歳と言えば私に

とって、幸せや楽しみが一番感じられた時期だっ

たが、車椅子生活を宣告される。しかし、波乱万

丈と言える人生だったことを、この機会に書こう

と思う。あくまでも私の思っていることなので、

表現に誤解を招いた場合はお許しください。 

 

私は、生まれてすぐ大きな病気になったことが

ある。それが理由で運動もろくにできず、「病弱」

と言われていた時期が長くあった。今となって誰

に言っても「そんなはずないやろ」、「嘘をつく

な」なんて信じてもらえないが真実です。ガキの

頃から、両親に心配と迷惑をかけまくったことし

か思い出になく、今でも変わっていません。 

 

次に中学校時の話をしてみると、成績はめちゃ

くちゃよかった。学年順位が1桁をとったときは、

自分で天才かもしれへんって何度も思った。今で

も中学時代の友達らと、頻繁に集まってご飯に行

くことがあります。その場で、毎回のように出る

鉄板ネタであり、友達らにとって「納得がいかな

い」という意味です。中学 2年になると、勉強も

せずにハンドボールばかりに夢中になる。次第に

滑り台を滑るかのごとくに成績は下がっていき

ました。中学 3年になれば、後ろから数えるほう

が早くなりました。 

高校進学を考える時期に、面談が行われた。担

任から、「進学するんか？」と聞かれ、「自衛隊

にいかないか」と誘われる。勉強で進学は無理だ

と知り、ハンドボールのスポーツ推薦で高校へ進

学できないかと顧問に相談する。相談が実り、引

き取ってくれる学校が見つかった。しかし、不良

の集まる学校に行ったので、まぁまともな学校生

活を送るはずがないことは想像できた。 

案の定、高校 1年が終わるころには退部し、学

校も会長出勤へと変わる。毎月のように、自主退

学を勧められるぐらいに、有名になる。私が学校

をやめると言うと、怒られるといった矛盾だらけ

の期間がすぎ、高校3年で卒業することができた。

これがのちに「自分で卒業証書をつくった」と言

われる。現在で例えると偽装と疑われた。高校を

卒業したことは事実ですので、安心してください。 

 

卒業後は、新卒採用された会社を 3か月で退社

する。その後は定職にもつかずに、ふらついてい

ました。自らの選択でそれた人生を送ることにな

る。一生背負うものも大きかったが、人に恵まれ

たことが私の中でとても大きな宝物になりまし

た。その方々と出会ってなければ、今の私はいな

かったことは間違いありません。 

最近になって「人生とは」と考えることが増え

た。「もし事故にあってなければ」どんな人生を

送っていたのか、興味深いものがある。間違えな

く言えることは、「人のため」とか考えないまま、

自己満足できればいいと思って日々の生活を過

ごしていたはずです。 

一瞬の出来事で体の自由を失うことになった

が、「すべてのことにピリオドを打てた」喜びも

大きかった。はっきり言えばプライドの塊だった

から、困っても意地を張ったり、見栄っ張りなこ

としかできなかった。しかし今なら、両親に一度

でも親孝行できる機会になったと思えば、二人に

笑ってもらえると思う。このような綺麗ごとを言

っていますが、2 年前に姫路で自立生活をスター

トさせた。引っ越し前日まで両親には言っておら

ず、当日に荷物を詰めるような強行突破にでる。

両親に言われたのは「あんたらしいわ」でした。 

なんだかんだ書いてきましたが、生きていたら

こんなに楽しいって思えるんですね。車椅子にな

って辛いのは最初だけで、車椅子やからできるこ

とや、見える景色も違ってきました。 

 

まだまだやりたいことがある。行ってみたい場

所がある。これからも多くの仲間に出会えること

を楽しみにしています。 
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あのとき君は若かった 

 

伊藤 靖幸 

 

今回、「あの時君は若かった」というタイトル

ということで、私は頸髄損傷（以下、頸損と呼ぶ）

になって年を重ね、その年月で得た教訓を書いて

いこうと思います。 

頸髄の何番を損傷したかで、動かせる部位は違

います。もちろん、完全麻痺なのか不全麻痺なの

か、リハビリ、男女でも変わってきますが、C4,5

番を損傷された方は、大体、四肢麻痺か手が少し

動く方が多いと思います。そんな中で、何かして

みようと考えられる人は少ないと思います。実際、

自分がそうでした。しかし、ある出来事があり、

自分の人生が変わりました。 

頸損になって、2つ目の病院での出来事です。

身体を動かすリハビリをしてもらって病室に帰

ろうとした時、リハビリ助手でレクリエーション

ワーカーの Fさんと話す機会がありました。Fさ

んと他愛のない話しをしていた時に、共通の音楽

の話しになりました。学生時代、ギターとハーモ

ニカを演奏していた話をすると、「ホルダーと呼

ばれるものを使えば、ハーモニカを吹けるんじゃ

ない？」といわれ、呼吸のリハビリになるし、や

ってみようと思いました。「好きこそ物の上手な

れ」ということわざがあるように、次第に吹ける

ようになっていきました。そして、転院する前に、

「みんなの前で演奏してみない？」と言われて、

演奏しました。

 

練習風景 

 

この出来事がきっかけで、音楽祭や慰問、頸損

連の全国総会などで演奏させてもらうことが出

来ました。自分の好きなものは、音楽だったんで

すが、皆さんにもなにか好きなものってありませ

んか？自分が好き、もしくは、やってみたいこと

は無理だと諦めず、やってみてもらいたいです。

好き・やってみたいと思うものって、生きる原動

力になるんじゃないかなと思うんです。実際私は、

ハーモニカを始める前は、あまりやる気がなく、

リハビリにも消極的でした。でも、ハーモニカを

練習し始めてからは、積極的になり、毎日が楽し

く思えました。自分はたまたまハーモニカだった

んですが、皆さんにもあると思うんです。そこで

大事なのが、出来るかどうかではなく、やりたい

かどうかという事です。確かに、障害ゆえに、様々

な問題が出てくると思います。それは、障害が重

ければ重いほど出てくると思います。でも、そこ

で諦めるんではなくて、色々な人に相談してみて

ください。OT や PT、主治医、同じ障害を持って

いる友人や知り合い、さらに全国頸髄損傷者連絡

会。全国頸髄損傷者連絡会は、「You are not 

alone…ひとりじゃないよ！」というスローガ

ンをもっています。必ず力になってくれるはず

です。 

 

相談するというのは、とても勇気のいること

だと思います。自分の場合は、最初話すことす

らできなかったです。でも話しかけていただい

て、仲良くなって、やっと相談出来るようにな

りました。怖がらずにいろんな人に相談してみ

てください。必ず協力してくれる人は現れます。

そして、もっともっと自分の人生を楽しんでく

ださい。 

 

 

 

 

 

 



縦横夢人 No.021 

 

- 7 -

今までを振り返ってみて 

 

橘 祐貴

  

 今回の特集のテーマは「あの時君は若かった」

です。兵庫のメンバーの中では若手の私も頸損歴

は今年で 14 年。まだ若いつもりでいますが、ボ

ランティアの学生との年齢がだんだん離れてき

ていて「自分も年をとったな…」と感じます。ま

た今までを振り返ってみて「あの時にこうしてい

たらよかったな」と思うことも多々あります。 

 私が受傷したのは高校3年だった2004年10月、

自転車事故で C1・C2 を損傷しました。受傷部位

が受傷部位だけに数カ月間は意識がまだらでし

た。受傷前の記憶も飛んでいたため、何が起きた

のか理解できずにいました。当初は気管切開と胃

瘻をしていましたが、当時の私にそのようなもの

の知識など無く余計に混乱しました。入院期間も

1年半と長く、そのあいだに高校を卒業しました。

入院期間の最後に県リハに半年ほど入院しまし

たが、整形の病棟でなかったこともあり、他の頚

損の方とほとんど関わることなく退院しました。 

 在宅生活に戻った当初は起立性低血圧が酷く、

ベッドから車いすへの移乗に 30 分近くかかって

いましたが、徐々に身体が慣れてきました。この

ころは体重も 40 キロほどしかなく、季節の変わ

り目になるとよく体調を崩していました。普段の

外出も週 2回の通院リハビリくらいで、出かけた

後は疲れ果てていました。 

 

今よりも痩せていたころ（当時 25 歳 ） 

 2007 年に通信制の放送大学に入学。同じ頃に三

戸呂会長も在学していると聞きましたが、自分か

ら声をかけることはできませんでした。周りに同

世代がほとんどいなく、最初の頃はあまりやる気

はありませんでした。どうしても一度はセンター

試験を受験したいと思い、2009 年に大学入試セン

ター試験を代筆試験で受験。結果は惨敗でしたが

気持ちが吹っ切れて、以降はきちんと授業をとり、

2013 年に卒業しました。その後自宅で職業訓練を

é―ラーニングで受講しましたが、いまだ就労に

は至っていません。 

受傷から 10 年が経った頃、「このままの生活

ではまずい」と感じるようになり、ようやく頚損

連に入会しました。同世代のメンバーが積極的に

活動し、地域で自立生活を送っている姿に刺激を

受けました。他のメンバーが電動車いすで自由に

動いているのが羨ましく、昨年末にようやく自分

の電動車いすを手に入れました。まだまだ操作に

慣れていなくて危なっかしい運転ですが、自分で

動くことができるのはやはり気持ちいいです。今

までよりもっと世界が広がるのではないかと思

います。 

電動車いすで外出 

 今まで尿路結石以外で特に大きな病気もなく

過ごせてきましたが、昨年足の甲を骨折しました。

頚損者は骨粗しょう症になりやすいとは聞いて

いましたが、まさかこんなに早く骨が弱くなると

は思っていませんでした。またここ数年で体重が

みるみる増加していて、ついに 60 キロを超えて

しまいました。これからは今まで以上に健康管理

に気をつけないといけないなと感じています。 

 受傷から今まで順調に事が進んだわけではあ

りませんが、何とか過ごすことができました。た

だ、一人暮らしや就労等、実現できていない目標

はまだまだあります。これらの目標をすぐに達成

するのは難しいかもしれませんが、少しずつ実現

していけたらいいなと思います。 



縦横夢人 No.021 

 

- 8 -

依存した生活 

 

田村 辰男 

 

 私は高校 3年生の時にクラブ活動中（器械体操）

の事故で頸椎損傷になり、受傷して 39 年になり

ます。4 年あまり病院に入院し、その後に在宅生

活を始めました。 
 在宅生活では趣味のアマチュア無線を楽しみ

つつ、就労に繋げたいと思い、パソコンを勉強し

ました。当時はコンピューターの資格試験として

情報処理技術者試験というのがあり、第二種情報

処理技術者試験を受け合格もしました。さらに簿

記も就労に有利ではないかと日商簿記 2級等も習

得しました。 

 
 将来は母親が介護できなくなれば療護施設に

入ろうと考えていたので、ホームヘルパーを利用

するということもありませんでした。介護面につ

いては親に任せっきりという状態です。入浴する

ことはあまりなく、清拭だけでしたが特に気にな

りませんでした。と言うか気にしないようにしま

した。日々の洗面や食事またトイレなど様々な面

でかなり問題がありましたが、仕方がないと我慢

するような生活でした。本当に困っていることか

らは目をそらし、現実逃避していたのです。いろ

いろな事を仕方がないことと、自分に言い聞かせ

ていたようにも思います。イライラする時は両親

などに八つ当たりもしていました。 

 
 在宅生活が 3 年を過ぎた頃、たまたま私が住む

市内に療護施設が新設されました。介護で限界を

感じていた私は迷わず施設に入りました。最初の

一年は天国の様に感じました。決まった時間に食

事が食べれ、週二回でしたが入浴も出来、夜間も

体位交換をしてもらえます。いろいろなイベント

があり、それらも最初は楽しかったのです。山の

中の施設でしたので、自然があふれ空気も美味し

かったように思います。完成したばかりの施設は

綺麗な建物、そして二人部屋でしたが自分の空間

があり、とても満足出来るものでした。時々来る

友人たちはとても良い所だねと絶賛してくれま

した。 

しかし、天国と感じたのは最初の一年だけで、毎

日見る自然はすぐに飽きが来ました。イベントも

同じ繰り返しは退屈でしかなく、何日頃からか参

加しなくなりました。 

 
 退屈しかけた頃、障害者の友人が「車椅子市民

集会」と言うものに声をかけてくれました。そこ

で重度障害者の自立生活と言うものを知りまし

た。どんなに重い障害者でも介助者さえ確保すれ

ば、地域の中で暮らすことが可能になるというこ

とです。衝撃を受けました。重度の障害者は親兄

弟と暮らすのが当たり前、それが無理なら施設で

暮らすしかないと考えていたからです。障害者は

施設で暮らすことが常識で、それ以外の方法があ

るなどとは全く考えもしませんでした。 
 自立生活の様子を報告してくれる先輩障害者

は輝いて見えました。大学の前でボランティア募

集のビラ配りなどを行うという話も楽しそうに

思えたのです。 

 
 その後、自立生活について情報を集めれば、集

めるほど逆に閉鎖的な空間で管理される施設は

「おかしい」と感じるようになっていきました。

すべてのことが職員によって決められ、何かした

いと思ったら職員の許可が必要となる生活には

嫌気がさしてきたのです。 
 施設生活 10 年で終止符を打ちました。施設は

次から次へと規則を作り、さらに窮屈なものとな

っていったのです。それらにブチ切れて自立生活

を始めたようにも思います。 
 介護保険が開始され、介護職に注目がありタイ

ミングが良かったと思います。個人で作った任意

団体で広告を出してもかなりの応募がありまし

た。 

 
 さらに、2003 年の障害者支援費制度の開始と

共に障害者仲間で作った NPO 法人で介護サービ

スを開始することが出来たのです。最初、障害者

3 人だけのための事業所でしたが、今では 20 人近
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い障害者に派遣を行うようになりました。 
 仲間や支援してくれるスタッフのおかげで自

分の理想とした生活を獲得出来たと思っていま

す。施設にいた反動からか、スケジュールという

ものには反感を持っています。一日の流れや一週

間の生活は入浴等を除き、自分で自由に決めてい

ます。朝起きれば、食事そして洗面といった最低

限の流れはありますが、その日何をしようという

のは気分で決めるのです。私にはこの形が合って

いるように思います。天候や体調によって外出す

るしないも決めています。食事も何を食べるとい

うのはその時の気分次第です。出前を取ったり外

食もその時々です。生活全般を他人に決められて

いた施設を全否定し、自分で決めることを楽しん

でいるのです。 

 
 最後になりましたが、若いまたは受傷歴の浅い

方へのアドバイスとしては「介護面」を優先して

考えていただきたいと思います。親や兄弟に依存

することにはとても危険であると警告をしたい

です。就労は運良くできたとしても、親等に頼っ

た生活は時間の問題で崩れてしまいます。 
 さらに外に出ることを何よりお勧めしたいで

す。いろいろな事に興味を持ち、とりあえずは出

かけてください。出会いを楽しんでください。「生

きる」ためのヒントが貰えるはずです。海外旅行

というのも面白いです。日本が最もバリアフリー

だと考えているならとんでもないことです。費用

面を考えると東南アジアが良いかもしれません。

きっと驚くような発見がありますよ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
NPO 法人花見 

 
 
 

 

USA ディズニーランド 

 
 
 

 
車椅子市民集会 
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無知の代償 

 

大阪頸髄損傷者連絡会 赤尾 広明 

 

 気がつけば僕も 50 代目前のアラフィフとなり

ましたが、頸損になってからの 30 年を改めて振

り返ってみればあっという間のように思えます。 

人に誇れることなんて何一つなく、平々凡々な人

生かもしれません。ただ、今の自分が「あの頃の

自分は若かった」と思うことはありまして、何事

も無知で意識が甘かったことが大きな悔いを生

む結果につながったのは痛いところです。いや、

皮膚感覚としての痛みはないけど、心の痛みは大

きく、今でもメンタルキラーになっていますが、

「若い時の苦労は買ってでもせよ」という諺本来

の意味とは違う試練を味わってきた人生といえ

るかな。 

  頸損になって 4年目、まだ 21歳の頃でしたが、

坐骨に褥瘡ができたのです。今思えばすぐに病院

へ行くべきでしたが、僕は何の疑いもなく手元に

あった軟膏を塗りました。しかし、この軟膏はむ

しろ逆効果で、褥瘡の悪化を加速させてしまった

のですよね。無知がもたらした代償は大きく、そ

の後 13 年の長きにわたって褥瘡手術のための入

退院を繰り返し、在宅でも毎日ガーゼ交換等の処

置をしなければならず、再発のリスクと闘いなが

ら外出も制限。いつ治るなんて保証もない寝たき

りの生活は苦痛でした。 
  褥瘡以上に大きな僕の失敗は 40 代になってか

ら 2 度続いた骨折です。正直、若い頃はリハビリ

にはあまり意味を見出せませんでした。貧血もな

く車いすに座れるのに、わざわざ起立台でしんど

い思いをしてまで体を起こすことが何かの役に

立つとは思えず、根本的に僕自身は「楽をするこ

と」しか考えなかったから、こんなところにも甘

い意識がマイナスの影響を及ぼしたのですよね。

買ってでもした方がいい苦労を自ら避けてきた

のだから、そのツケは後払い。今頃になって様々

な症状が現れてきたというわけです。成人する前

に頸損になった方は 40 代で骨粗しょう症になり

やすい傾向があるそうですが、若いうちからリハ

ビリをしっかりとやっていれば骨折は未然に防

げたかもしれません。でも、そんな意識がない僕

はサボってきたので自業自得です。関節の拘縮も

ひどく、肘はほとんど曲がらないし、首もガチガ

チで回りません。日常生活にも支障が出てきただ

けに厄介なのですが、原因は日々のストレッチを

怠ってきたせいに他なりません。骨折も然りで、

骨粗しょう症で弱い骨はスカスカで脆く、おまけ

に関節は拘縮で曲がらないから、強い負荷がかか

った場合の骨折リスクは極めて高いです。長い人

生の中でほんの少しの苦労を避けてきたばかり

に、今になって辛い思いをする羽目になりました。 
  無知ゆえに根拠もないのに「大丈夫だろう」と

いう自己判断によって褥瘡を悪化させ、「楽をし

たい」という甘えた意識が拘縮を進行させました。

その結果として「時間」を奪われましたが、もう

こんな思いをするのはコリゴリなので、時間が巻

き戻せないならばせめて今は健骨生活をしなが

ら、これ以上の拘縮が進まぬようにストレッチを

欠かさないことを常に心がけています。 
  僕自身の経験から若い頸損者に伝えられるこ

とがあるとしたら、無意味なリハビリなんてない。

今はしんどくても将来の自分の身体には必ず生

きてくるということ。無知の代償は大きいので、

少しでも心配材料があれば頸損仲間から情報収

集するか早めに病院に足を運ぶこと。後悔のない

人生を送るのは難しいけど、少しでも悔いの残ら

ないように、若いうちに色々と楽しんでください。 

 

大腿骨骨折の CT 画像（2016 年 4 月） 
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今の生活があること 

 

東京頸髄損傷者連絡会 鴨治 慎吾 

 

 1992 年 9 月 11 日東京の環状 7 号線の豊玉交差

点を右折中、走行中のトラックに後ろから追突！ 

心肺停止（レベル 300）状態で日大救急救命セン

ターに搬送。何とか脈が戻ったが、自発呼吸なし。 

意識も戻らず、C2 骨折損傷。頸髄損傷となる。 

 数日後に意識戻るが事故の記憶なし、自分では

何が起こったか分からず、レスピレーターや点滴

の機械、モニター等が光る暗い ICU の中、本気で

UFO にさらわれたと思っていた。(笑) 

 1997年6月昭和大学病院リハ科で呼吸器離脱訓

練を受ける。約 4年半の呼吸器生活から離脱。↓ 

 

さらなるリハビリを受けるため国立障害者リハ

ビリテーションセンター病院へ約一年入院を経

て、国立伊東重度障害者センターに入所。 
2003 年 3 月に退所、地元東京都練馬区石神井町

で自立生活を始める。 
 国リハ入院中に頸髄損傷者連絡会を知り、勉強

会に参加。故三澤さん、今西さん、菊地さん、麸

澤さんなどの方々に会い、頸髄損傷でも色々なこ

とができることを知る。これがきっかけで自立生

活を知る。 
 ここで頸損の知り合いができたことが自分に

とって人生の大きな分岐点であった。この出会い

がなければ今の自分はないのではと思う。 
 その後、伊東重度入所中に自立生活のための準

備を進める。2 週に 1 回実家へ帰り、役所の相談・

住宅探し・事業所との調整・住宅改修等を始める。 
 頸損連絡会の方々と知り合えたことで、住宅改

修や生活の様子、工夫、介助を入れた生活などを

知りその後の自立生活に大いに役に立った。特に

長時間介助を入れた生活についての話は色々な

カルチャーショックを受けた。ここでは絶対に書

けないことなどがあり、そのことは今でも教訓と

なっている。(笑) 
その他に、住宅改修とはいっても実際福祉用具

はほぼ、設置型が多かったことや皆同じものを使

っていること（定番品）、様々な生活上の工夫な

どを知ることができた。これがあったことで自立

生活初めのトラブルや選択ミスが最小限で済み、

その後の生活がスムーズに行えた要因であると

思う。 
一つ例外だったのは、電動車いす作成について

である。情報もなにも知らず、言われるがままに

作成してしまったため、後々生活するにつれて

様々な不具合を知ることとなる。もちろん仕方が

ないことだが、後に多機能な車いすがあることを

知った（使用している人を見た）。数年経ち、電

動車いすの対応年数を越えたため、今まで生活し

てきた経験や数々の情報をふまえて新しい車い

すを作成した。特にティルト機能はとても役に立

った。今までリクライニングしかなくそのたびに

体がずり落ちてしまったことが解消され、生活は

かなり改善された。生活に合った車いすとなり以

前と比べると格段に生活が向上し、よりアクティ

ブに動けるようになった。機器一つでここまで生

活が変わることを実感した。 
 頸髄損傷になったときは何もわからず、また何

の情報もなくものすごく不安になり絶望した。し

かし家族や支援していただいた方々のおかげで

現在ではどうにか生活はできるようになってき

た。特に同じ障害を持つ仲間たちにはだいぶ助け

られた気がします。何もわからなかった自分に

色々な情報をくれ、生きるための選択肢を多く与

えてくれた。このおかげで今の自分があるといっ

ていいだろう。 
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21 年を振り返って 

 

愛媛頸髄損傷者連絡会 鈴木 太 

 

 私が受傷したのは 21 年前の事。19 歳の春、当

時は何が起こったかわからず、ただただ病院のベ

ッドで寝て時間が過ぎれば元の生活が戻ってく

ると信じていました。 

急性期愛知県での呼吸器離脱に向けたリハビ

リを 7か月、大阪府での在宅に向けた家族ととも

にリハビリを 7か月、愛媛県に帰り家の改修が終

わるまでのリハビリを4か月受けて実家に戻りま

した。状況は受傷直後に思い描いていたものとは

全く違う状況でした。全く動かなかった体は右手

で電動車椅子を操作できるぐらいになりました

が、首から下の感覚・便意・尿意などは何も変わ

りませんでした。薄々気付きながらも、担当の医

者から今後体の状況と方向性を聞かされた時は

表現できない悲しみと絶望感でした。 

 

 それから 21 年が経ち、家庭を持ち息子三人と

過ごす生活が今の毎日です。毎日いろいろなこと

が起こりますが、刺激的な毎日です。でも振り返

ると本当に様々な方々との出会いがあり、その

方々に支えられて今があると感じます。 

私にとって最大の出会いは、大阪でのリハビリ

中に出会った Sさんとの出会いです。通院で病院

に通ってきている際に声をかけられました。同じ

年齢の時に同じスポーツでの受傷ということも

あり、いつの間にか先輩後輩の様になっていまし

た。症状も近く質問することにはほとんど答えて

くれる頼もしい先輩です。少し打ち解けたかと思

うと、ステーキを食べに行こうと誘われました。

車椅子での外出に躊躇していても、そこは先輩絶

対？のスポーツの関係で話はどんどん進んでい

ました。次はカラオケ、人工呼吸器が外れて数か

月のどう発声していいかわからない時期に、どう

していいかわからない数時間でした。それも、階

段しかない2階のカラオケボックスへ担ぎ上げら

れていました。そして家への招待。入った家には

衝撃的な光景が……、一人でいらっしゃいました。

そして握りずしが準備されていました。もう正直

何でもありなのだと感じた出会いでした。この経

験で私には光が差しました。あそこまで行けるん

だ！あそこに近づくとなんか生きていけそうな

気がする！と強く思ったのを覚えています。 

 

 その後、地元での頸髄損傷者連絡会との出会い。

誘われるがままに 2005 年、兵庫県神戸市舞子で

開かれた全国頸髄損傷者連絡会全国総会兵庫大

会に右も左もわからず参加しました。言っている

こともわからずシンポジウムへ参加し、車椅子の

多さと初参加の疲れでぐったりして帰ってきた

のは覚えています。そしてその後、愛知大会へ学

生時代の友人と会うついでに参加。神奈川大会へ

は横浜という響きにひかれて参加。不純な参加理

由ながら、我が家の年間行事へ組み込まれていき

ました。そこで出会う頸損者は、誰もが毎日を楽

しみ充実した日々を送る方々ばかりでした。 

 

 地元での大きな出会いもありました。生きてい

けそうだと思えたのは大阪だからで、当時愛媛に

帰ると、ヘルパー派遣さえままならない状況でし

た。それは数年間も続き、家族・親族・友人との

接点だけが続く世界の生活でした。そんな中、障

害者自立支援法施行に合わせたヘルパー事業所

の開所がありました。こんなに自分のことを考え

てくれる人たちが、こんなにいるんだとそれだけ

で満足でした。人に恵まれ生活は一気に動き始め

ました。夜の移乗が家族の仕事ではなくなり、お

風呂、朝の移乗、掃除と家族の負担が減っていき

ました。その後体制も整い、一人暮らしへと発展

していきました。そんな流れをサポートしてくれ

た一人が今の妻であります。 

 

結婚し子供が出来、家族で過ごしている日々を

21 年前には想像すらしませんでした。しかし、今

の日常となっています。改めて考えるとなかなか

面白い人生だと思います。そして今後もこの面白

い人生は続いていくでしょう。また何十年後かに

振り返ってみたいと思います。その時、本当に「あ

のときは若かった」と思うでしょう。 
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まいらいふ 

 

東広島市 大竹 保行 

 

私は、２８歳のとき C４の頸髄損傷になった。 

広島カープが優勝した１９８４年の秋の事であ

る。飲酒運転で自損の交通事故を起こした事が人

生最大の失敗となった。他人を巻き込まなかった

のが唯一の救いであろう。それまでには数々の失

敗をしてきたが、ここでは触れずにおく。 

１年半の入院生活を経て自宅で母親の介護に

よる療養生活が始まった。当時は訪問看護やヘル

パー制度はなく、母の負担は相当なものであった

だろう。生きる希望を失い外出もほとんどなく、

一日のほとんどをベッド上で過ごした。無口にな

り、親戚や母の友人が来ても話をしないという、

いじけた生活を送っていた。徐々に友人とも疎遠

になっていった。 

転機は１９９５年の３９歳のときである。肺炎

で入院した病院で、訪問看護の制度を知り、受け

入れることにした。１週間に１回の訪問であった

が、色々な情報が入ってくる。はがき通信を知り、

浜松での懇親会に参加した。目からウロコであっ

た。大竹さんはなぜ電動車いすに乗らないのか？

と問われた。夜は大勢で繁華街に出かけてお酒を

飲んだ。今では普通に電動車椅子に乗り食事や飲

みに行くが、当時は顎で操作する電動車椅子なん

て乗れないものと思っていたし、人の多い所には

迷惑がかかるので行ってはいけないと思ってい

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

白川郷の水彩画 

 

 

水彩画制作風景 

 

２００１年には一人暮らしを始め、翌年には広

島頸損ネットワークの会長になった。NPO 法人生

活支援センターまいらいふを設立し理事長とな

る。「長」が２つも付くと、県や市の委員や大学

やサークルでの講演など色々な依頼が舞い込ん

でくる。全国頸髄損傷連合会にも入会し、各地で

行われる総会に参加した。忙しかったが、充実し

た日々であった。 

２０１１年から水彩画や日本の世界遺産を巡

る旅を始めた。諸々の依頼はほとんど受けず、後

輩に譲った。作品でカレンダーを作ってお世話に

なった人達に配っている。 

受傷から３４年６２歳になった今、こうして過

去を振り返ってみると、心臓弁膜症や腹部大動脈

瘤など６度の手術を受けたり、つらい事も多々あ

ったが、チャンスも多々あった。自分でつかみ取

ったものはほとんどないが、巡ってくるチャンス

を逃さなかった気がする。結婚には恵まれなかっ

たが、一夫多妻（ヘルパー）を楽しんでいる。受

傷時に精子を冷凍保存しておけばと悔いる。違っ

た人生を歩んでいたかも？ 

最後に、後輩の皆様に提言として、次の言葉を

送りたい。「チャンスは必ずくる。物にするか否

かは貴方しだいです。」ずいぶんと偉そうになっ

てしまったが、ご容赦下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白川郷の水彩画 
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50 歳からの本気 

 

徳政 宏一 

 

 私はスポーツには縁遠い健常者人生でした。頚

髄損傷者となって１３年、えらく変わったような

気がします。 

私は頚髄損傷 C8、指の機能は弱いながらありま

す。リハビリ病院での PT・OT はパワー系のリハ

ビリが中心、120ｋｇあった体重も 80ｋｇ位まで

下がり、にわかアスリートの気分。 

車いすマラソンでもしてみるか！持久系の運

動すらした事のない私、リハビリ病院の周囲を 3

ｋｍがやっとだったが退院後に練習を積み重ね

て６年間、西日本のマラソン大会にはいつも出場

するようになり、国内最大の大分国際車いすマラ

ソンにも毎年出場した。 

講演の仕事が忙しくなり練習が出来なくなっ

て体重も戻り・・・年齢もアラフィフ、五十肩も

酷くなり、ろくに車いすも駆動出来なくなり始め

た時にこう思った。『俺は仕事に理由を押し付け

て健康を考えていない、健康である事の重要性を

考え直す時だ』。そうだ！またスポーツをしてみ

よう。 

車いすマラソン世界記録保持者スイスのハイ

ンツフライはこう言う。『障害者は障害に応じた

運動をしなくてはならない』。年齢は５０歳。何

を始めようか？これからマラソンはキツイか

も・・・。そうだ家の近くにアーチェリー場があ

ったな、行ってみるか！アーチェリーはパラリン

ピックでも歴史の一番古い競技だから私でも出

来るかも、電話でバリアフリー状況を聞いて体験

をすることにした。 

コーチから基本を習い、いざ！しかしこれが難

しい、体幹がとれないから両手を離すことが出来

ない。コーチ２人に肩と背中を支えてもらいなが

ら、軽い子ども用の弓を射る。『トン！』と気持

ち良い音で的に刺さる。『おお！気持ちがいい』

これなら出来るかもしれない、支えてもらうのは

申し訳ないが、コーチからの『やりましょう』の

一言で決めました。【５０歳からの本気】のスタ

ートです。 

そこからは仕事が無い日は毎日通い、練習も最

初は１時間でしたが今では６時間・・・ハマり過

ぎ（笑） 

現在、始めて 7ヶ月、あの頃のような支えは必

要なくなり、自分の弓も購入し、公式戦にも出る

ようになりました。目指すはパラリンピック！50

歳からの本気で何処まで行けるかという壮年の

野望を持てるように大きく変化しましたし、五十

肩も改善、後は体重を落として万全にしなくては。

スポーツをしていなかった健常者の頃、スポーツ

を始めた 13 年前の頚髄損傷者、一度は諦めた私

ですが、また挑戦する心を燃やす事が出来ました。 

『生きる事・諦めない事』講演ではいつも話を

していた事、自分で挑戦する事で更に感じる事が

出来て、更に深く伝える事が出来ると思いました。 

東京はもちろん！パリも目指して！ 
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そして僕はまた旅をする 

 

愛媛頸髄損傷者連絡会 井谷 重人 

 

ラーメン大好き！もう少しで 40 歳の井谷と申します。 

僕は 2001 年 6 月 3 日に受傷しました。C4 レベルで左腕が少し屈曲できるのでそれを利用して電動車

椅子を転がして生活しています。現在は自立生活センターを立ち上げ、障害者が自立していく支援をし

ています。受傷後５年もの間、引きこもっていた僕ですが、出張で色々なところへ行くようになりまし

て、今年も東京、沖縄、アメリカ、ヨルダン…27 回も旅をして…行き過ぎ？僕ももっと家にいたいんで

すよ（涙） 

移動は、電車、バス、タクシー、自家用車、飛行機、新幹線、船と手段を選びません。そして行く先々

の街で、美味いラーメンを食らうのです。新しい街で新しいものを見て、新しい人と出会い、思いを通

わせる。僕たちは「障害者」と言うことで世界中と繋がることができます。障害が僕の人生を豊かにし

てくれました。 

もうこんな素敵な人生はやめられません。 
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たくましくなりました 

 

大野 里子 

 

とても面白いテーマの特集で、私なんてまだま

だ受傷後 8年目、在宅生活 6年目、まだまだ皆さ

んに比べると経験豊富とは言えないのですが、そ

れでも少しずつ成長と一概には言えませんが変

わってきたことを振り返ってみようと思います。 

受傷当時は現実感がなく、夢の中にずっといる

ような感覚でした。身体的には受傷後 3年ぐらい

は体が熱く、雪の日でも軽装で平気でした。しか

し、徐々に寒さを感じるようになり、今ではすっ

かり寒がりです。冬は常に暖房 28 度設定で、肩

と膝に常に電気毛布をして過ごしています。肩周

りも慢性的な痛みがあり、週2回の訪問リハビリ、

週3回の訪問鍼灸でもなかなか楽になっていませ

ん。根本的な原因で車椅子に座っている姿勢が悪

いのだと思います。自分に合った車椅子に出会え

るように探しています。体重は、入院していた病

院で、退院すると絶対増えると言われたので、絶

対維持すると心に決めているので維持できてい

ます。一時期、体重を増やせば寒さが軽減するか

と思い、3 キロぐらい増やしましたが全く寒さは

改善されないので、ダイエットをしました。3 キ

ロぐらい軽く痩せられると簡単に思っていたの

ですが、予想以上に時間がかかり太らないように

しないとと思っています。食生活では塩糖脂は控

えめで、バランスよく野菜中心で蛋白質を忘れず

に、量は健常者の頃より半分ぐらいには減りまし

た。外食は 1人前食べたいのですが、同行者にお

すそ分けする時もあります。それでも体重が維持

できているので、ちょうど良い量なのだと思いま

す。身体は現状維持を心がけ、良くなることより

も悪くならないように病院で教えてもらったこ

とを真面目に実行しています。先輩頚損者の失敗

談や武勇伝も、いつ自分が同じようになってもお

かしくないと言う気持ちで、勉強させてもらって

います。 

頑張って良かったことは、電動車椅子を操作で

きること、装具を付けてもらえると自分でご飯を

食べられること、歯磨きができることです。人に

頼むことが一つでも少ないとやはりストレスが

違います。これは今後も同じで、どんな形でも自

分でできることを1つでも増やせるように心がけ

ています。 

そして、受傷して精神的な面では人にしてもら

うことにすごくイライラしていました。自分の思

いが伝わらず、思いとは違うようにされるととて

も腹が立っていました。手が動くようになったら

平手打ちをしてやりたい人が何人もいましたが、

これも成長なのか慣れたのかわかりませんが、当

初ほどはイライラが減っています。イライラを減

らせるように何か他に集中できるものや、楽しい

ことを計画したり思考の転換を図ったり常に試

行錯誤しています。介助者に対してイライラした

時は心の中であだ名を付けたり、介助者の掛け声

とか漏れる声のバリエーションを楽しむように

しています。体は不自由ですが心は自由なので、

悪趣味ですがそんなことをしています。他に集中

できる趣味はたくさん持っていったほうがいい

と思っていて、車椅子生活になってから趣味の幅

が広がったと思います。旅行、野球観戦、相撲、

観劇、車椅子フィギュアの収集、便利グッズの情

報収集、ショッピングなどで、肩が痛くなければ

手芸をしたくて、韓国語の勉強もしたいです。 

イライラする反面、気を遣うときもあり、こん

なこと頼んでいいのか相手のタイミングや気持

ちを考え遠慮して、自分のしてもらいたいことを

言うことが難しかったです。しかし今では、結局

してもらわなかったら後で困るのは自分だと開

き直ることができるようになりました。効率よく

動いてもらうために言うタイミングや言う順序、

相手に合わせた相手にわかりやすい言葉の選び

方、なおかつ自分も納得できるように言えるよう

になってきました。相手の気持ちは言った後に気

にして、とりあえず自分のしてもらいたいことに

集中するようにしています。あいまいな表現より

も、相手の人格を傷つけるような言葉でなければ、

はっきり言ったほうが伝わりやすく、言葉遣いも

かなり変わりました。頚損になってからかなりコ

ミュニケーションスキルが上がったと思います。
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きっとコミュニケーションスキルがなければ生

活できないのだと思います。 

他には、相手の言葉遣いや理解力や行動でどう

いう人なのかをよく観察するようになりました。

観察はベテランの頚損者ほど上手なのではない

かと思っています。本当はいつもゼロベースで相

手のことを考えられる人間になりたいのですが、

無意識のうちに観察しています。しかし、人とは

本当に複雑な生き物で、似ているところはあって

も同じ人間は二人としていないと言うことをい

つも感じさせられます。そして、健常者の頃より

も自分の気持ちや感情をよく考えるようになり

ました。もともとあった自分の側面なのでしょう

が、気づかないふりをしていたのか気づかなかっ

たのか分かりませんが、自分の嫌なところも思考

の傾向も考えるようになりました。単純なようで

いて複雑で、矛盾があって葛藤していてと、自分

で自分が面倒ですが自分とも上手に付き合って

いこうと思います。 

生活していて思うのは、自分の思いがとても大

切だということです。いろんな人からいろんなこ

とを言われ、余計なお世話や放っておいてほしい

ことや言わなくていいことを言われることも多

いです。それでも、「貴重なご意見ありがとうご

ざいます」「参考にさせてもらいますね」「それ

は言わなくていいことですよね」と笑顔で返し、

それでも自分の思いを伝えるたくましさが身に

付いてきたと思います。全く相手のことを聞かな

いわけではなく、一旦は受け止めたことを相手に

伝えられる余裕が出来るようになりました。自己

中心的なことを言っているのかなと、相手の評価

を気にする時もあります。けれど自分の生活を自

己中心的に考えて何が悪いのか自分の生活を自

己中心に考えないで、誰が私のことを中心に考え

てくれるのかと言う思いに現在至っています。し

かし、たまに余計なこと言われると相手を無視す

ることがあります。相手を無視することは悪いほ

うに変わってきている所で、後から開き直る時も

あれば反省する時もあります。他にも態度や口調

がきつくなるときがあり、そんな自分は嫌だなと

気づく時があります。今後、なんとか直していき

たい部分です。 

 初めは右も左もわからない頚損のことを先輩頚

損者から実際のことをいろいろ教えてもらった

からこそ、今の生活があるのだと思います。入院

していた病院に同世代で当時頚損歴7年くらいの

女性がいらっしゃいました。その方からたくさん

いろんなことを教えてもらったのですが、よく言

われたのは「なんとかなるよ！」です。最初、聞

いた時はほんとかな？と疑っていたのですが、確

かに今なんとか生活できていて、しかもいろいろ

不満はあるものの満足できている自分がいます。

そのような方に出会えたのはとても幸運だった

と思います。出会いにより価値観が変わったとい

うか新しい価値観を知ることができたからだと

思います。今の自分はまだまだ未熟ですが、当初

よりもたくましくなったなと言う実感がありま

す。変えられない部分もありますが、変わってい

ける自分は嬉しくもあり楽しみでもあります。 

 

 

広島カープの選手たちと 

 

 

球場で観戦！ 
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あのとき君は若かった 

 

大阪頸髄損傷者連絡会 石川 真樹 

 

 「あの時君は若かった」 というと、受傷前か

受傷したての時期と思われますが、僕がケガした

のは 29 歳になる一カ月くらい前の事で、結婚し

て 4年、子供はいなくて仕事は建設業で、仕事中

の転落事故でしたので労災です。 

 

○電動車椅子   ケガしたのは2000年が明けてす

ぐでしたが、その当時は星ヶ丘厚生年金病院(現

在は星ヶ丘医療センター)には頸損の入院患者が

30 人ぐらいいて色々話が聞けたのですが、頸損の

先輩といえど、まだ退院していない人も多く在宅

生活未経験で、情報が少なくて、この頃に頸損連

絡会に参加・入会していれば有益な情報が得られ

たのかなって思います。たまたま頸損連の人と出

会う事が無かったのが残念です。というのも自分

と同じぐらいのレベルの人がどういう電動車椅

子に乗っているのか？左が C4 で右が C5B、C4(左

手)は車椅子に座って腕をブラブラさせたり肘掛

けに自力で乗せれる程度、C5B(右手)は装具を着

けて食事が出来る程度。家の近くの環境やオプシ

ョンの価格、色々な側面も含めて知った上で一台

目を選びたかったなと、今はそう思っているので。 

僕が聞いた話だと、電動アシストや簡易電動以外

の電動車椅子は、国産は非力だけど故障しにくい。

外国産は公費対応モデルでは故障が多く、値段の

高いモデルはそういう事も少なくパワフルだと。

毎日走り回る人の場合は、ですが。僕らの年代の

肉食系男子は車輪付きの乗り物が大好きなので、

(当然僕も)電動車椅子選ぶのも乗るのも、すごく

テンションが上がります。この記事をご覧の方が

僕ぐらいの動きのレベルだったら、お尻の除圧や

低血圧、低血糖等の対策も兼ねて電動チルトリク

ライニングをおススメします。そうそう買い替え

れるものでもないので、じっくり悩んでください。 

 

○家事  若い頃は調理や掃除は嫁にお任せで何

もしなかった(出来なかった)。 

水洗い系(車、フロ、トイレ)は得意でしたが…。 

調理や掃除はヘルパーさんに頼む時にある程度

知ってないと頼みにくいし、いちいち嫁に聞きに

行くのもカッコ悪いですしね。ケガしてからヘル

パーさんに聞いたり PC やスマホで調べたりして

色々と勉強しました。今は献立を考えるのが面倒

くさくなってしまったので、食材を配達してくれ

る会社に頼んでます。週 2、3 回ですが、栄養バ

ランスも考えてくれますしね。その分いい値段し

ていますが。あと、キッチンのみならず、自分の

部屋のモノの置き場所はほぼ完璧に覚えました。

ベッド上にいる時にヘルパーさんに聞かれても

サッと答えられるように。 

 

○介助者の仕事  自分がガテン系の仕事をして

て、朝早くから晩遅くまでダンプやトラック運転

したり、肉体労働したりしてたもので、ヘルパー

さんや介助者の仕事なんて楽勝だろうと思って

ましたが、人と接したり担いだりという部分で、

違う部分の体力を使うなと、完全にナメてました。

自分が浅はかでした。荷物や道具と違っていざと

いう時に放り投げたりできないですもんね、対人

間の場合は。 

今は最大限にヘルパーさんが体力を温存でき

るように配慮してます、もちろんちゃんと仕事し

てもらって、ですが。 

世の中には意地の悪い捻くれ者の利用者もい

て、ワザとキツく危険な事を、不必要な状況なの

にも拘らず頼む人がいるという事も時折耳にし

ます。障がい者の品格を落とさないでいただきた

いですね。利用者も介助者もお互いに気分よく過

ごせればサイコ～ですよね。 

 

○PC  コレは食わず嫌いで若い時に勉強してな

くて、若くて脳みそのやらかい、物覚えの良い時

に勉強してたら良かったなと思います。 

今は皆に教えて貰いながら色々と勉強してます。 

PC、スマホ、音声認識してくれる装置等は使いこ

なせればすごく便利ですよね 
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しあわせの村宿泊体験合宿 

 

兵庫頸髓損傷者連絡会 土田 浩敬 

 

１、はじめに 

 みなさま、こんにちは。例年に比べて今年は早

く梅雨明けになり、暑い日が続きますね。暑さで

体調を崩されたりしていませんか。 

 さて、今回は 6 月 17 日、18 日で開催した、し

あわせの村宿泊体験合宿について報告させてい

ただきます。 

 

２、概要 

日 時：6月 17 日（土）16:30〜 6 月 18 日（日） 

    10:00 まで。 

場 所：しあわせの村  

    〒651-1106  

    神戸市北区しあわせの村 1番 1号 

    TEL 078-743-8000 

参加者：頸損 10 名 介助、ボランティア 9名 

目 的：宿泊や外出経験の無い、もしくは少ない 

    頸損者に対して、外泊に慣れた先輩頸損 

    者からのサポートを受けて、宿泊するこ 

    とで自信を持ち、これからの社会参加の 

    キッカケ作りとして行っている。 

 

 毎年恒例、兵庫頸損連のイベントとして定着し

てきた「しあわせの村宿泊体験合宿」ですが、毎

年参加者を探し出すのに苦労しています。ただの

頸損者ではなくて、宿泊や外出経験の少ない頸損

者を探すことは、容易ではありません。 

 今回、大阪から 2 名参加されました。O くんと

M さんですが、O くんについては以前、ピアサポ

ートで枚方市にある星ヶ丘病院を訪れた時に知

り合いました。M さんについては、島本さんから

大阪頸損連の鈴木さんを通じて、紹介してもらい

ました。 

 

３、内容 

 今回は例年とは趣向を変えて、しあわせの村宿

泊体験合宿を行いました。例年でしたら、夕方バ

ーベキューを楽しんでから、夜の交流会といった

流れですが、今年は「頸損ピアサロン」というイ

ベントを別に行ってから、夜に交流会という流れ

で計画しました。そして初参加者が Oくん Mさん

に加えて、プラス 4名。ボランティアも含めた合

計は 19 名という面々でした。今までは、ただ交

流会するだけで終わっていた交流会も見直して、

先輩頸損者からの宿泊体験談や宿泊エピソード、

そして初参加者が不安に思うことや、様々なエピ

ソードを交流会の中で時間を作り、みんなで情報

交換しました。 

 

交流会の様子 

 私達も外出、外泊を初めて経験した時はどんな

ふうに感じて思っていたのか、当時を思い出しな

がら話しました。 

 どのように伝わったのかは本人にしか分かり

ませんが、みんな同じように、初めてのころは不

安に思い、心配していました。少しずつ外へ出る

経験を重ねることで、自信に繋がり成長していく

のだと。 

 宿泊に関しては、グループルームとツインルー

ムを利用しました。グループルームの利点は初め

て参加される人に対して、一緒の部屋に泊まるこ

とでサポートしやすく、不安を軽減することがで

きます。そして少しグループルームの値段が安い。

一つ欠点を上げるならば、泊まる人数に対して、

少し部屋が小さいかなと思います。おかげで、ベ

行事報告 
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ッドへ移乗する際に使うリフターが組み立てら

れません。ツインルームだと少し不安に思うかも

しれませんが、その不安にも慣れて経験を重ねて

いくことも重要ではないかと感じます。 

 

４、リフター 

 新たな試みで、今回は企業様から協力していた

だき、リフターを無償で提供してもらいました。

車椅子からベッドに移乗する時に利用します。 

 以前までは、リフターを使わずに数人の介助者

で抱えて移乗していました。この方法、手っ取り

早いのですが、介助者の腰に大きく負荷がかかっ

てしまうのです。昨今の介護現場では、腰痛にな

って介護から離れる人も沢山います。介助者が必

要で、常日頃から介助者を探し求めている私達が、

介護離れに繋がるような作業をさせていること

は、矛盾の他なりません。 

 ですが、いざ利用しようとリフターを組み立て

るのですが、組み立てに四苦八苦して、これじゃ

余計に負担がかかると、介助者から苦言が。せっ

かく提供していただいたので、なんとか有効に使

いたい。  

 

リフターを使用する図（I藤さん） 

 リフターを使う大きな目的は、介助者の腰痛予

防です。出来れば、リフター利用の講習会なんか

を開いて、企業様と一緒に教えてもらいながら、

この宿泊体験合宿の準備が出来れば、理想ではな

いかと思います。また企業様と意見交換する場を

作って「持ちつ持たれつ」「お互いに利益のある

ように」関係性を作り上げればと考えています。 

 

 

５、まとめ 

 毎年開催している、しあわせの村宿泊体験合宿。

少しずつ中身も変化しながら、今年も例年通り行

うことが出来ました。 

 私が初めて参加したのは、2011 年だったと思い

ます。まだ実家暮らしで、これから自立生活を始

めようと、準備をしていた頃でした。開催時期も

今と違って、9 月の半ば大蔵海岸で行われる、バ

ーベキュー大会と併せて行われていました。あれ

から、内容や日にちが少しずつ変わっていきまし

た。イベントを手伝ってくれる、学生ボランティ

アが参加しやすいように、期末テストと日にちが

重ならない 6月に変更。真夏とは違うので、頸損

者も参加しやすいと考慮してあります。 

 去年までは、参加者の交流を深める目的でバー

ベキューを行っていました。今年からは、頸損ピ

アサロンという企画を別に行い、交流会の中身も

プログラム化して、より外泊、外出について話し

合えるように考えました。少しずつ中身を変えな

がら進化していく、しあわせの村宿泊体験合宿。 

 

みんなおつかれさま!! 

 目的は１つ、外泊や外出経験の少ない、または

無い頸損者に対して、私達経験者がサポートして、

参加された頸損者に自信を持ってもらうこと。そ

して今後の生活に役立てていってもらえればと

考えています。 

 また来年のしあわせの村宿泊体験合宿を、どの

ような内容で行うかは分かりませんが、宿泊体験

合宿を頼ってもらえるように、ニーズに応えるこ

とができるイベントとして、進化を続けていく必

要があると感じています。 
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ピアサロン＆宿泊体験合宿に参加して 

 

太田越 将人 

 

今回兵庫頸髄損傷連絡会主催の宿泊体験合宿

に参加して、他の参加者の方々と交流することに

よって様々な貴重な体験を経験することができ

たと思います。 

 

宿泊体験自体は初めてではなく、ですが 1度し

か経験したことがなかったので初めは不安でし

たが、担当していただくヘルパーさんが温厚で優

しかったこと、知人が少し居たこと、周りの参加

者の方々が気さくな方々ばかりであったおかげ

で、緊張でガチガチだった私もすぐに周囲の輪に

溶け込むことができました。まず初めに竹村氏の

ピアサロンでは、竹村氏の海外留学においての、

外国と日本の文化の違いからくる経験談や、今ま

での頸髄損傷人生の経験からくるアドバイスな

ど、いろいろ貴重なお話を聞くことができて、自

分のこれからの将来にとってもためになる貴重

なお話がたくさん聞けました。 

 

ピアサロンが終わり、その後の参加者全員での

交流会では、知り合い、初対面の方関係なしに、

いろいろなお話が聞けてとても参考になりまし

た。普段あまり行くことがない兵庫の頸髄損傷連

絡会の方々のお話が聞けて、とてもためになりま

した。私自身頸髄損傷連絡会には所属していない

のですが、兵庫頸髄損傷連絡会の方々のように、

自分だけでなく他の頸髄損傷の方々のために何

かをできるような人間に成長したいなと思いま

した。 

 

晩の交流会でもいろいろな方々と交流を深め

ることができ、知り合いが増えて、それだけでと

ても良かったと思えるような合宿でした。 

就寝前には、リフトを使ったベッドへの移乗体験、

ホテルということもあり、リフトが設置しづらく、

最終的に十分に体験すると言う事は出来ず残念

な結果でしたが、それも含めて私にとって、とて

も貴重な体験であったと思います。 

 

私は事故にあい頸髄損傷になってまだ日が浅

いですが、今回の宿泊体験合宿を通して私は、自

分がヘルパーさんやその他の方々の助けがあれ

ば大抵何でもできるのだということを痛感しま

した。 

 

来年もこのイベントがあるのなら、また参加し

てみたいと思える楽しいイベントでした。 

 

 

ピアサロンの様子 
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全国頸髄損傷者連絡会全国総会・大阪大会 

 

橘 祐貴 

 

5 月 5 日～6 日、大阪・上本町のホテルアヴィ

ーナ大阪にて全国頸髄損傷者連絡会全国総会・大

阪大会が開催されました。私も今回は開催地が大

阪と近かったので、昨年に続き 2日間とも参加し

ました。今回は私にとって初めての電動車椅子で

の宿泊を伴う外出にもなりました。 

 昨年末から電動車椅子を使用し始め、初めての

電車利用が 4月の支部総会でした。ところが想像

していたよりも電車の乗り降りに気を遣い、「全

国総会は電動で行けるだろうか ?」と不安になり

ました。とにかく電車の乗り降りに慣れるため、

何度か電車利用の経験を積んでから当日を迎え

ました。連休中で混雑が心配でしたが、思ったよ

りも混雑していなくて一安心。最寄駅の上本町駅

までは順調に来ましたが、昼食の調達に時間がか

かり、会場に着いたのはシンポジウム開始数分後

になってしまいました。 

 今回のシンポジウムは「頚損者が人生を回復し

てきた道のり」をテーマに、受傷後どのように人

生をリカバリーしたのか各パネリストの発表が

ありました。第 1部では「人工呼吸器利用者から

のメッセージ」というテーマで大阪の柏岡さんが

発表しました。また、第 2部では「さまざまな頸

髄損傷者からの発信」というテーマでパネリスト

の方々が発表し、兵庫からも米田さんが発表しま

した。私も受傷してから人生ががらりと変わり、

現状を受け入れるまでかなりの時間がかかりま

した。今から思えば頚損連にももっと早くに入れ

ばよかったと思いますが、入会に踏み切るまでに

何年も時間がかかりました。今はインターネット

等ですぐに情報が手に入りますが、当事者間の情

報がやはり一番参考になります。会場では久しぶ

りに会う知人もいて、お互いの近況を報告しまし

た。 

 シンポジウム終了後、ホテルの部屋で少し休憩

しで交流レセプションの会場へ。交流会ではハー

モニカ演奏による歌と「なにわのｋ－１グランプ

リ」なる仮装コンテストが行われ、大いに盛り上

がりました。レセプション終了後、客室に戻りボ

ランティアの方にベッド移乗を手伝ってもらい 

1 日目が終わりました。 

 2 日目は午前に全国総会が行われました。電動

車いすに移乗したものの、昨日の疲れからか腕の

緊張が強くてなかなかコントローラーの位置が

合わず難儀しました。総会では会の活性化を図る

ため、新しい本部役員の人事案が提案され了承さ

れました。新しい会長、事務局長ともに 40 代と若

く、今まで以上に頚損連の活動を盛り上げてくれ

ると思います。総会終了後はオプション企画には

参加せず家路につきました。帰宅中もコントロー

ラーの位置が悪く、車いすの操作が大変で帰宅し

たらすぐに横になりました。 

今回の全国総会は家から近い大阪での開催で

したが、電動車いすでの初めての遠出でドキドキ

の 2 日間でした。電動車いすの乗車時間が今まで

で一番長く、その影響からか 2 日目は身体の緊張

が強くなり車いすの操作に苦労しました。全国総

会までにもっと長い時間電動車いすに乗ってい

て操作に慣れていれば、疲れた時の対処法などが

分かっていたのかもしれません。それでも無事に 

2 日間を過ごせたので、少しは電動車いすでの外

出に自信がついてきたのかなと思います。これか

らもっと行動範囲が広がるように電動車いすの

練習をしていきたいと思います。 

 

 

シンポジウムの様子 

会員報告 
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「私たちが社会に出るには何が要るの？」シンポジウム 

－女性の、女性による、女性のための福祉用具活用人生術－ 

 

竹村 美紀子 

 

1. はじめに 

2018年 5月26日(土)大阪府社会福祉会館にて、

障害を持ちながらも強く生きてこられている3人

の女性の、それぞれの生き方や考え方のお話によ

るシンポジウムが開催されました。女性障害者特

有の身体的な、あるいは社会的な生きにくさや悩

みなどについて、各々の意見を率直に強く述べら

れていた印象を受けました。 

 

2. 講演者の女性 3人について 

村田恵子氏（DPI 女性障害者ネットワーク） 

古井正代氏（脳性まひ者の生活と健康を考える

会） 

田上香氏（ユニバーサルサービスアカデミー） 

 

3．講演 

実は今回、このような活動報告の執筆依頼を受

けるとは全く思ってもいなかったため、特にメモ

を取っていたわけでも、それを踏まえてお話を聞

いていたわけでもありませんでした。しかし、こ

のシンポジウムでの三人の方々のお話は大変興

味深く、私自身、お話を聞いていた中で感じるこ

ともとても多かったです。 

ただ、そのような理由もあり、今回の報告では、

私自身が個人的に強く印象に残ったお話を中心

に、自分自身の意見などと共に報告します。 

 

まずは村田さんのお話でした。村田さんは、障

害者であることに加え、女性であるという事が２

重の生き辛さを作っていると話されていました。

正直、私はそう言ったことを感じたことはほぼな

いので、へぇー、そうなんだ、と思って少し客観

的に聞いていたところもありました。特に印象的

だった内容が、特に医療や介護の現場では障害者

を男女関係なく〝障害者″と一括りの枠に入れ

られている、男性職員が女性障害者のケアを仕事

だから関係ないと言って行われることもある現

実に憤りを感じると言った主旨のことでした。で

も例えば女性看護師が男性患者のケアをするな

ど、逆の場合は割と普通ですよね？ドクターの場

合も、例えば男性ドクターでも、彼は男性ではあ

るけどドクターだから、といった目で私も見ます。

だからと言って、じゃあ男性看護師に必要な全て

のケアを何の憤りもなく頼めるかと言われると、

そこはかなり躊躇するな、など考えながら聞いて

いました。でもやっていただけるのであれば、あ

る程度までなら私は『ありがとうございます！』

になるかな。 

 

続いて古井さんのお話。彼女のお話を聞き始め、

まず最初に感じたことは、『波乱万丈な人生を天

真爛漫に強く生きてこられた方なのだな』でした。

多岐に渡る障害者運動、子育て、ご自身の親の介

護などをしてこられたという彼女は、パワフルさ

が全身から溢れ出ていました。質疑応答の際、あ

る女性障害者の方が、「ヘルパーさんに気を遣い

すぎてしまい、言いたいことが言えない、ストレ

スになる」と相談をされたのですが、それに対し、

即一喝「なんで我慢せなあかんのや！そんなもん

言いたいこと言えばええんや！主役は自分や

で！」と。その意見に対しては、私は正直、『ん？

その意見も一理あるけど、でもなんか私の考え方

とは違うかな』と思ったのですが、でも、やはり

パワフルな方でした！ 

 

そして最後は田上さんのお話。田上さんがご自

身も障害者であるご主人と試行錯誤しながら

様々な工夫をされ、建てられたご自宅は、私も実

際に訪問、見学させていただいたこともあります

が素晴らしくよく作られています。お二人の障害、

進行した時の可能性、また訪問客にも快適に過ご

してもらえるようにといった工夫が随所に取り

入れられています。ただ、現実的にここまで完璧

な住居を確保できる人は一部の人達になるのか

なとも毎回お話聞いて感じるところです。 

質疑応答の際に出たお話で、ある時、道で車椅

活動報告 
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子から落ちてしまった。その時、自分は大丈夫だ

から構わないでほしいと伝えたにも関わらず、駆

け寄ってきた若い男性に抱えられ嫌な思いをし

た、と話されていました。 

気持ち、多少は分からなくもないです。人の行

きかう路上で。私も気恥しく感じるでしょう。で

も、私だったら、咄嗟に、あれこれ考える余地も

なく『あ！助けなきゃ！』と飛んできてくれたな

ら、その気持ち、その行動、めちゃくちゃ嬉しい

です。 

 

少し話はずれますが、先日、ある方が「自分は

困っている人がいたら力になりたい、誰かの助け

になれた時は本当に嬉しい。多くの人はそうだが、

手を差し伸べる勇気がない人がたくさんいる。あ

る時、困っているように見えた障害者に声をかけ

たら断られた。そして同じようなことが3回続き、

心が折れた。それからは声をかける勇気がない」

と話されていました。そして、私たち障害者側に

も健常者の不器用でも力になりたいんだという

気持ちを受け入れてあげよう、くらいの気持ちを

持ってくれたら嬉しいのだ、とおっしゃっていま

した。ああ、なるほどなあ、と思いました。 

 

4. まとめ 

皆が皆、自分と同じ考え方ではないのだという

事を改めてよく知れて、とても良い勉強になりま

した！今回、なんだか批判的な意見も述べていた

ように感じられたかとも思いますが、どの考え方

が正解不正解ではなく、障害者の数だけそれぞれ

の意見や考え方があり、そして私が忘れてはなら

ないことは、こういった方達の強い思いと勇気あ

る行動のお陰で、より住みやすい社会へと変わっ

ていくのだと感じました。参加させていただけて、

本当に良かったです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村田さんのご講演 

 

 
田上さんのご講演 

 

 

会場の様子 
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アクセス関西ネットワーク 

 

島本 卓 

1.はじめに 

私は、7月 11 日(水) 大阪府障がい者社会参加

促進センター2F で行われた運営会議に、初めて

参加してきました。アクセス関西ネットワーク

とは、 近畿 2 府 4 県の障害者団体や障害者が

集まって、日常の交通アクセスの取り組みや情

報交換を行う活動をしている。 

 

2.印象 

私が一番に感じたのは、いろんな障害の当事者

が参加していたことです。そして、当事者の経験

や事例を出し、また意見を出し合うなど、全員が

発言していて新鮮な会議でした。 

 

3.グループワーク(課題編) 

午後からは二コマに分け「課題」、「課題の解

決策」とし、グループワークを行いました。3 つ

のグループに分かれ、私のグループは無人駅につ

いての内容を話し合いました。意見を出していく

中で、まだまだ多くの無人駅があることを知りま

した。私の知識不足によって、「大阪はほとんど

駅員が常駐」しているものだと思っていました。

なぜなら利用客の多さから考えると、ありえない

と思ったからです。 

続いて、グループの方の事例を聞いたとき、ま

だこんな地域があるんだと驚きました。その内容

は「電車に乗車する際のサポートができても、降

車の際は駅員の派遣が難しいという」ことでした。

ほんとうに、ありえないと言うか。2020 年のオリ

ンピックと言われている現在に、あってほしくな

い内容です。 

その他の事例でも、電車に乗りたい希望日の 2

日か前に連絡をするなんて内容も出ました。 

 

4.移動への思い 

 私たちにとって移動は、やはり目的地へ行くた

めの手段であると、考えられている方も多くいる

と思います。その場合、移動する際にこだわらず、

目的地に速く安全に、移動がしたいと考えること

は当たり前です。私たちが希望する時間に、利用

できれば、もっと多くの障害者が外出はもちろん

のこと、社会参加のきっかけになると思います。

しかし、現状は変わるどころか放置されたままの

課題も残されています。今後、誰もが使いやすい

環境にするために、どう訴えていくべきなのか、

グループワーク(課題の解決策編)へ続く。 

 

4.グループワーク(課題の解決策編) 

 私が住んでいる最寄り駅も、実は特急が止まら

ない無人駅なんです。今の地域に引っ越しをして

きて、2 年が過ぎました。毎回利用する際は、改

札横にある駅員呼び出しボタンでスロープの対

応を頼んでいました。頻繁に利用した結果、駅の

連絡先を教えてもらうことができ、利用前に連絡

すると希望時間に対応してもらえるようになり

ました。 

 私が解決策として考えたのは、利用する方がい

るかが大きく環境を変えるきっかけになると思

います。最寄り駅があるから利用するといった考

え方です。自分が使うだけでも、大きな意味があ

ると思います。しかし、特定の利用者だけになっ

てしまう恐れもあるので、車椅子の知人に来ても

らうなど「ここの駅は、車椅子の方が使う」と思

ってもらうことだと思います。 

 事例の一つで「電車に乗車する際のサポートが

できても、降車の際は駅員の派遣が難しいとい

う」現状も聞くことができました。駅員さんに訴

えた結果、車両にスロープを積んでもらうことで、

利用がしやすくなったと言っておられました。 

 

6.まとめ 

 自分がその場面に遭遇しなければ、困ることも

考えることも、なかったと思います。アクセス関

西に参加したことによって、移動のしやすさを考

え直すきっかけになりました。みなさんの周りに

ある課題を、アクセス関西にいる仲間と考えてみ

ませんか。一人で悩まず、みんなで解決しよう！ 

活動報告 
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自立生活満喫中③ 

 

伊藤 靖幸 

 

この「自立生活満喫中」も 3 回目になります。

今回は、食事の事について書いていこうと思いま

す。 

私の母親が栄養士ということがあり、自宅では

栄養面で整った食事でした。しかし一人暮らしが

始まり、好きなものばかり食べていては太るばか

りです。とはいえ、「好きなもの」を「好きな時

間」に「好きなだけ」食べられるというのは、一

人暮らしの醍醐味です。自分の健康を考えながら、

美味しいものを作ってもらい、食す。これが理想

です。そう思い、日々の食事を作ってもらってい

ます。今回は日々の食事を紹介します。 

写真はある夏の朝食です。炭水化物に当たるの

は食パン。ビタミン類に当たるきゅうり、トマト

等。そして、たんぱく質が豊富な卵。卵はゆで卵

にします。ゆで卵だと油を使わないので、低カロ

リーに抑えられます。フルーツは季節によってい

ろいろですが、なるべくその季節のものをとるよ

うにしています。牛乳も毎日飲んでいます。牛乳

にカルシウムが豊富に含まれていることは、皆さ

んご存知かと思います。もちろん低脂肪牛乳です

よ。私たちの脳は、〝ブドウ糖〝をエネルギー源

として使っています。朝起きたときに頭が「ボー

ッ」としてしまうのは、寝ている間にブドウ糖が

使われて足りなくなってしまうためです。 朝食

を食べないと、午前中、からだは動いても頭はボ

ンヤリ、ということになりがちです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて昼食と夕食です。色々なものを食べてい

ますが、旬の食材をよく使います。日本には四季

があります。季節ごとに食べごろを迎える食材が

あり、それを「旬のもの」と呼びます。旬の食べ

物は安価で、新鮮で栄養価も高く、その時期に起

こりやすい体調不良をカバーする効能が期待で

きる成分が多く含まれています。夏だったらキュ

ウリやトマト、オクラなどが代表的です。これら

の食材がどう良いかというと、カロチン、ビタミ

ン C、ビタミン E などを多く含み、夏バテなどに

効果が高いことです。また冬は大根や白菜、ほう

れん草などが代表的です。これらの冬野菜には、

野菜自体が冬の寒さに耐えられるよう、糖分が多

く蓄積されていて、甘みがあり、血行促進、体温

保持効果が期待できます。また、旬の食材の素晴

らしさは、栄養価が高くて美味しいということだ

けではありません。旬の食材は、日本の美しい四

季を感じさせてくれます。 

自立生活を始めて何がよかったかと言えば、料

理が温かいものは温かいまま、冷たいものは冷た

いまま食べられることです。親元では、メニュー

を僕が決めるのではなく、家族全員分を作ること

がほとんどでした。その為、苦手なものも出てい

ました(笑)。施設や病院では栄養は整っています

が、自分好みの食事は難しいように思います。ま

た、買い物に行った時にメニューを考えながら買

い物できることは、自分にとっては、自立生活を

満喫しているなと感じています。苦痛に感じられ

ている方もいるとは思いますが、介助者さんと考

えて、美味しいものを作る。これも、自立生活を

満喫している一つです。 

 

連 載 
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Road to Paralympic 

第 5 回 災害・公共交通機関・バリアフリー 

土田 浩敬 

 

１、はじめに 

 2020 年に東京オリンピックが開催されます。

それに伴いパラリンピックも開催されます。海外

からもたくさんの車椅子利用者が訪れるでしょ

う。この連載ではわたし達が身近に感じるバリア

フリー情報を提供し、皆さんとともに考えて行き

たいと思います。 

 
２、バリアフリーとは 

  障害のある人が社会生活をしていく上で障壁 
(バリア)となるものを除去するという意味がある。

もともとは、住宅建築用語として登場し、段差等

の物理的障壁の除去をいうことが多いが、より広

く障害者の社会参加を困難にしている社会的、制

度的、心理的な全ての障壁の除去という意味でも

用いられる。（内閣府ホームページ引用） 

 
３、普段のバリアフリー 

 普段の生活から見て、私たちにはどのようにバ

リアフリーが関係しているのでしょうか。身近な

ところでは、家の中にもバリアがあります。段差

を解消するためのスロープから、風呂場の浴室内

の高低差を無くすために、すのこを設置するなど、

その人によって工夫は様々です。 
 そのような工夫は外出先にも多く存在します。

飲食店や公共交通機関など、不特定多数の人が利

用するような場所では、大体バリアフリー対策は

とられています。中でも、私たちがよく利用する

ものといえば、電車やバスといった公共交通機関

でしょうか。 

 
４、公共交通機関 

 私が普段よく利用するものは、電車です。鉄道

会社も様々あるので対応の仕方や切符の買い方

も微妙に違います。切符を購入する際、私が利用

する券売機には、日本語でしか対応していません。

(私が見落としているかもしれませんが) 

 2020 年のオリンピックを目前とし、これから

多くの国と地域から、沢山の障害者が日本を訪れ

るでしょう。今後様々な言語に対応した券売機も、

求められてくると思います。 

 

電車に乗る様子（ロサンゼルス） 

 また割引を利用できるのは障害者手帳を持っ

ている者の中で、旅客鉄道株式会社旅客運賃減額

第 1 種に限られ、介助者を伴う場合のみ減額とな

ります。外国人で障害を持たれた方が割引を受け

られるためには、新たな制度の導入が必要になっ

てくるでしょう。 

 
５、災害時の公共交通 

 近ごろ、地震に大雨と災害が身近なところで増

えてきました。先月の大雨では私がよく利用する

路線も不通になり、他の鉄道も運行取りやめ。道

路も通行止めとなり、私の住む地域は陸の孤島に

なったのです。いざ災害が起こった時に、もしも

電車に乗車していたらと思うとゾッとします。こ

の前の地震で電車が止まってしまい、乗客が缶詰

状態になってしまいました。まず電車から降りる

ことが大変です。運行取りやめになると、帰宅す

ることが出来なくなるでしょう。途中で電車から

降ろされたとしても、線路の上を電動車椅子で走

行することは、不可能でしょう。 

リレー連載 
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 私もここ最近、線路の信号トラブルで、目的と

は違う駅に降ろされました。その時、降りる扉の

前に駅員がいなかったので、ほかの乗客が駅員を

呼びに行ってくれました。ようやく駅員が駆けつ

けて、スロープを使って電車から降ろしてもらい

ました。重度の障害がある場合、災害が起こった

時こそバリアフリーを求めていきたいところで

すが、現状では難しいところがあります。 
 その点、一部のバリアフリーが進んでいる国で

は、スロープを利用せずに電車に乗ることが出来

ます。タクシーも、国によっては様々なタクシー

会社がスロープ付きの車両を所持しています。タ

クシーも多くの会社が福祉車両を所持していれ

ば、災害時の選択肢は広がります。 

 

タクシー乗車中（ロサンゼルス） 

 人々のバリアフリーに対する考え方も、国や地

域によって異なり、特にアメリカの場合は困って

いる場合とても協力的で、日本もこうであれば良

いのにと思う次第です。 

 
６、まとめ 

 バリアフリーと聞いてまず思い浮かぶのは、公

共交通機関です。電車に乗っている時に、ふと考

えることがあります。いま地震が起きて電車がス

トップしてしまったらどうしよう。絶対にないと

は限りません。そんな時に、私のような重度障害

者は後回しにされてしまうのだろうか。それは、

障害を持つ外国人も同じ扱いになるでしょう。 
 2020 年を前にして、人々の心のバリアフリー

も求められてくるでしょう。時間はありませんが、

人々の障害者に対する見方やバリアフリーに対

する考えが、少しでも良い方向に進むよう、私達

が率先して外へ出て理解を深めてもらえるよう、

努力する必要もあるのではないでしょうか。 
※私が利用する券売機 
○JR 西日本 
割引を使う場合、子供と同じ半額のボタンを押し

ます。みどりの窓口で障害者手帳を掲示して購入

することも出来ます。 

 

JR の券売機 

○ 阪急電車 
料金を投入後、車椅子マークのボタンを押すと、

半額になります。 

 

阪急電車の券売機 
○ 大阪メトロ 
料金を投入後、福祉マークのボタンを押すと、半

額になります。 

 

大阪メトロの券売機 
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＜行事のお知らせ＞ 

 

日  時 内  容 

９/２４（月・祝） 兵庫頸髄損傷者連絡会 バリアフリー改正法 学習会 

９/２９  （土） 兵庫頸髄損傷者連絡会 秋の大バーベキュー大会 

１１/１１ （日） 兵庫頸髄損傷者連絡会 定例会 

１１/１７ （土） 「生きていく」上映会（大阪府吹田市） 

 

バリアフリー改正法 学習会 
 

勉強会では、福祉のまちづくりに精通しておられる三星昭宏氏を講師にお招きし、バリアフリー法改

正の評価できる部分、残された課題についてお話しいただき、私たちがさらなるバリアフリー化を実現

するためどのように取り組むべきかを示唆いただきます。そして当事者サポーターとして、アクセス問

題に精力的に取り組まれている大阪頸損連の鈴木千春さんに、障害当事者としてバリアフリー問題をど

のように捉え、改善に向けてどんな行動を起こすべきかを語っていただきます。「アクセス（移動の自

由）は権利である」この観点の元、議論し合い、私たちが求めなければいけないバリアフリーを共に考

えていきたいと思います。 

 

日時：2018 年 9 月 24 日(月・祝) 13:00～16:45 

場所：若竹会館 2 階 第 2・3集会室（定員 90 名） 

〒662-0844 兵庫県西宮市西福町１５−１２ Tel 0798-67-7171 

講師：三星昭宏氏（近畿大学名誉教授、関西福祉科学大学客員教授） 

   鈴木千春さん（大阪頸髄損傷者連絡会） 

   岡田憲幸さん（リアライズ/パイオニア） 

   中村香子さん（障大連） 

   鎮西（ちんぜい）雄太さん（リアライズ） 

   石田義典さん（ちゅうぶ） 

プログラム 

１２：３０  受付開始 

１３：００   勉強会開始 

１３：０５  勉強会趣旨説明 

１３：１０  講演 三星昭宏氏 （７０分） 

１４：２０  提言「無人駅について」 （２０分）・岡田憲幸さん、中村香子さん 

１４：４０  提言「車止め（柵）開放について」 （１５分）・鎮西雄太さん 

１４：５５  提言「サイン案内表示について」 (２０分)・石田義典さん、鈴木千春さん 

１５：１５  休憩 

１５：３０  参加者と意見交換 

１６：４０  閉会挨拶 

１６：４５  勉強会終了 
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秋の大バーベキュー大会 
 

○公共交通機関を利用した外出や介助サービスを活用することは社会参加への第一歩。 

○外に出るキッカケとして。 

○車椅子で外へ出ることで経験値が上昇します。 

○頸損者が多く集まります。 

○学生の皆さん！頸髄損傷者がどんなことに困っていて、どんなニーズがあるのか、生の声を聞くこ

とが出来るチャンスです！ 

 

日時：2017 年 9 月 29 日（土） 14：00～17：00 

※一昨年から時間が変更になり１３：００から受付開始します。 

バーベキュー大会開始時間１４：００終了時間１７：００ 

※受付は朝霧駅から連結する歩道橋の下､モルツマーメイド号前で行います。 

小雨決行！！雨具は持参ください。 

場所：大蔵海岸バーベキューサイト「ブリッジテラス大蔵」(屋根あり) 

〒673‐0879 明石市大蔵海岸通１丁目 TEL:078-913‐3009  https://b-g-okura.com/ 

最寄り駅は JR 朝霧駅（会場まで徒歩５分） 

※お車でお越しになる際は契約駐車場をご利用ください。（障害者手帳提示で割引有） 

参加費 

頸損連会員・一般 2,500 円 

介助者 1,500 円 

学生 1,000 円 

※飲食をしない当事者・介助者は必ず事前にお知らせください。 

※追加注文は自己負担でお願いします。 

ボランティア募集 

医療、福祉を目指す学生さん大歓迎!!遊びに来る感覚で気軽に参加してください。 

お手伝いの内容は、会場まで誘導、会場準備、料理配膳、食事介助など多くあります。 

運営実行委員と一緒に参加者をサポートしませんか？ 

 

定例会「半期活動報告と兵庫頸損連のこれから」 
 

下記日程で兵庫頸髄損傷者連絡会・定例会を開催します。頸髄損傷関係者(当事者および支援者)に集

まっていただき、半期の活動報告とその振り返り、後半期と次年度の会活動をどのように充実させるか

を意見交換する会合です。ぜひ多くの会員・仲間に集まっていただき、これからの活動の進め方などを

話し合いたいと考えております。多数のご参加をお待ちしております。 

 

日時：２０１８年１１月１１日（日） １３：００～１６：３０ 

場所：西宮市の会場を検討中です。 

 

各情報をご確認の上、参加申込をしてください。 
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兵庫頸髄損傷者連絡会 入会案内 
 

 兵庫頸髄損傷者連絡会は、兵庫県及びその近郊に在住する頸髄損傷者（以下、「頸損者」と略す）及びそれに準ず

る肢体不自由者の生活を明るく豊かなものにするために、日常的な、しかし最も基本的な「介助」や「移動手段の

確保」といった問題を出発点として、重度身障者がこの社会の中で、いかにすれば自立性を失わない、真に人間的

な生活を送れるかについて、会員及びそれをとりまく人々と共に考え、実現することを目的とし達成する為に次の

事業をおこなっています。 
 
（１）頸損者の生活条件整備のための広範な活動 

・自治体などの要望活動  ・街づくりや公共交通機関などの調査 

・生活関連情報の収集研究 ・宿泊訓練 ・その他学習会や交流会 

（２）機関誌の発行、必要文献の提供 

    ・「頸損だより」「事務局通信」の発行 ・ビデオや文献の貸し出し、配布 

（３）交流を深めるための集い、レクリェーション 

    ・街に出よう ・運動会 ・忘年会 ・その他、見学会、交流会 
 

   本会の会員は 

       ・兵庫県に在住、または県外在住でも入会をされた頸損者（正会員） 

       ・会の活動を手伝ってくださる方々（協力会員、ボランティア） 

       ・それ以外の地域在住で機関誌の購読を希望する方々（購読会員） 

       などで構成されています。また、本会正会員になることで自動的に 

       全国頸髄損傷者連絡会（本部：東京）の会員になります。 

※入会、協力、購読を希望の方は、下記事務局までお問い合せください。 

入会申込書をFAXか郵送いたします。ホームページからの入会も可能です。 
 
 

★カンパも受け付けています★ 
兵庫頸髄損傷者連絡会の活動に是非ご協力ください。 

 

 振込先 

      郵便振替口座：００９９０―８―２６５９７４ 

       口座振込名義：「兵庫頸髄損傷者連絡会」 
 
         ゆうちょ銀行 〇九九店 当座預金 口座番号０２６５９７４ 

         振込名義：ヒヨウゴケイズイソンシヨウシヤレンラクカイ 
 

 三菱東京UFJ銀行 明石支店 普通預金 口座番号４７８７７０３ 

振込名義：兵庫頸髄損傷者連絡会 会長 三戸呂克美 

 

 

兵庫頸髄損傷者連絡会 事務局 

〒669-1546兵庫県三田市弥生が丘1 丁目1 番地の1 フローラ88 305B 

特定非営利活動法人ぽしぶる内 

TEL 079-555-6229 FAX 079-553-6401 

    E-mail：hkeison@yahoo.co.jp  HP：http://hkeison.net/ 



人間の身体には、首から腰の辺りにかけて背骨といわれる太い骨があります。その背

骨の中には「脊髄（せきずい）」と呼ばれる太い神経の束が通っていて、この脊髄は手

や足を動かして運動したり、「暑い・寒い」や「痛い」などを感じたりする神経などがたくさん集まっており、すべて脳に

つながっています。この神経はとても大事なもので、１本でも切れたりすると手が動かなくなったり、足が動かなくなっ

たりします。中でも脳に最も近い部分の神経のことを「頸髄（けいずい）」と呼び、その神経を損傷してしまうことを「頸

髄損傷」と呼びます。その頸髄神経が切れてしまうと人間の体は大変なことになります。体が動かないことに加えて、

温度を感じることができなくなり「暑い」「寒い」がわからなくなって「体温調節」をすることができなくなります。汗もかか

なくなり、体の中に熱がこもります。痛みなども感じなくなるので、ジッとしていると体の一部が圧迫され、その部分に

「褥創(じょくそう)」と呼ばれる、皮膚や肉が死んで穴が空く状態になり、放っておくと死に至る可能性もあります。 

 そして、頸髄損傷には損傷を受けた部位によって「やれること」「動く部分」の範囲が変わってくるという特長があり

ます。首から下が動かない人もいれば、車椅子を自分でこぐことができる人もいる。自動車を運転できる人までいる

んです。頸髄損傷といってもその症状は千差万別で、“全く同じ状態の人”を探すのは困難なのです。 

 もし今後、頸髄損傷の人の介助をすることがあったなら、まずその人に身体の状態を聞いてみてから、適切な介助

を心懸けることが望まれます。まずは聞くことが第一です。大抵の人は身体の状態を教えてくれると思いますよ。 

 

～編集後記～ 
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大阪北部の地震、近畿・中国・四国地方の大雨災害、異例のルートを通った台風、そして

この異常な暑さ。どうなっているの？と首をかしげたくなるくらいの災害続きと、二次災害

を引き起こしかねない異常気象に心も体も落ち着きません。障害のない人でも大変な状況

は、障害がある人にはもっと大変です。この気温の中で避難を強いられることを考えると…

考えたくないですね、正直。不安を煽るつもりはないけれど、災害がかなり身近に迫ってき

たように感じる。どうすることもできなかった阪神淡路大震災を経験した私。備えあれば憂

いなし！とは言うが、どう備えようか？テレビを見ながら考え込んでいます。  （Ｈ．Ｍ）

頸髄損傷って何？ 

個人情報保護についての当会の方針 

当会では、会員の皆様の個人情報の取り扱いにあたりましては、個人情報が個人の 

人格尊重の理念の下に慎重に取り扱われるべきものであることに鑑み、権利利益を保 

護するために、最善の配慮を行っております。 
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